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〜〜  

茶茶
屋屋
町町
・・
鶴鶴
野野
町町
のの
菜菜
のの
花花  

〜〜  
 

茶
屋
町
・
鶴
野
町
は
「
菜
の
花
や 

月
は
東
に 

日

は
西
に
」
と
与
謝
蕪
村
が
詠
っ
た
よ
う
に
、
か
つ
て

菜
の
花
畑
が
広
が
り
、
そ
の
菜
の
花
を
見
物
す
る
為

に
、
様
々
な
人
々
が
集
ま
り
、
笑
顔
を
分
か
ち
合
っ

た
憩
い
の
地
で
し
た
。 

 

近
年
、
こ
の
「
菜
の
花
」
を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
若
手
の
商
店
主
、
住
民
、
企
業
が
中
心
と

な
っ
て
、
鶴
野
茶
屋
倶
楽
部
と
い
う
有
志
の
会
を
立

ち
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

二
年
前
か
ら
こ
の
鶴
野
茶
屋
倶
楽
部
を
中
心
に
、
菜

の
花
を
街
に
飾
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

そ
の
中
で
、
ま
ち
に
携
わ
る
人
々
の
縁
を
繋
い
で
来

ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
菜
の
花
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
切
り
花
の
菜

の
花
を
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
旧
梅
田

東
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
て
、
地
植
え
の
菜
の
花

を
育
て
、
実
に
約
百
数
十
年
ぶ
り
に
茶
屋
町
・
鶴
野

町
に
菜
の
花
畑
の
風
景
が
甦
り
ま
し
た
。 

 

今
月
下
旬(

二
十
日
前
後)

頃
か
ら
、
茶
屋
町
・
鶴
野

町
産
の
菜
の
花
が
街
を
彩
り
、
二
十
六
日(

土)

、
二
十

七
日(

日)

に
は
、
下
記
の
落
語
会
を
は
じ
め
、
街
角
で

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
三
月
は
茶
屋
町
・
鶴
野
町
に
お
出
で
下
さ
い
。 

 

〜〜  

当当
宮宮
社社
史史
をを
寄寄
贈贈
〜〜 

 

当
宮
の
御
本
社
社
殿
復
興
三
十
周
年
を
記
念
し
て

編
纂
し
た
当
宮
社
史
を
、
先
月
、
大
阪
市
立
北
図
書

館
さ
ま
よ
り
の
お
申
し
出
に
よ
り
四
部
寄
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
図
書
館
で
は
北
区
の
地
域
史

の
蒐
集
を
進
め
て
お
ら
れ
、
他
に
も
寄
贈
を
受
付
て

お
ら
れ
ま
す
。
地
域
史
な
ど
を
書
籍
と
し
て
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

〜〜  

御御
綱綱
のの
御御
筥筥  

〜〜  

 

当
宮
の
由
来
は
天
神
さ
ま
こ
と
菅
原
道
真
公
が
紅

梅
を
見
ら
れ
る
為
に
、
綱
を
敷
い
て
座
ら
れ
た
事
に
由

来
し
ま
す
が
、
そ
の
時
、
お
座
り
に
な
ら
れ
た
綱
は
今

も
大
切
に
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
御
綱
を
納

め
て
あ
り
ま
す
御
筥(

箱)

は
、
今
か
ら
一
六
五
年
前
の

弘
化
三
年
の
こ
の
三
月
に
、
肥
前
藩(

佐
賀
県)

の
廣
東

右
衛
門
氏
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
肥
前

藩
は
、
日
本
初
の
製
鉄
所
を
造
る
な
ど
、
近
代
化
を
い

ち
早
く
進
め
た
藩
で
、
当
時
の
大
阪
も
適
々
斎
塾(

適

塾)

を
は
じ
め
、
そ
う
い
っ
た
西
洋
の
知
識
を
旺
盛
に
摂

取
し
た
地
域
で
あ
り
、
「
和
魂
漢
才
」
と
い
う
道
真
公

の
「
大
和
魂
を
も
っ
て
大
陸
文
化
を
学
ぶ
」
と
い
う
精

神
に
因
ん
で
、
「
和
魂
洋
才
」
の
気
鋭
に
満
ち
た
土
地

柄
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
近
代
化
を
進
め
た
肥
前
藩
の
藩

士
に
と
っ
て
、
天
神
さ
ま
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
深
い

も
の
が
あ
っ
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
一
六
五
年
前
の
三

月
、
大
阪
に
は
温
故
知
新
の
気
鋭
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。 

 

〜〜  
桂桂
佐佐
んん
吉吉
ささ
んん
落落
語語
会会  

〜〜  
 

今
月
の
三
月
二
十
七
日(

日)

の
午
後
三
時
頃
か
ら
、

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
人
間
国
宝
、
桂
米
朝
さ
ん
の
お

弟
子
さ
ん
の
桂
佐
ん
吉
さ
ん
の
落
語
会
が
茶
屋
町
の

御
旅
社
で
あ
り
ま
す
。 

 

・
一
回
目 

午
後
三
時
か
ら 

 

・
二
回
目 

午
後
三
時
四
十
分
か
ら 

 

・
三
回
目 

午
後
四
時
二
十
分
か
ら 

一
回
だ
け(

五
百
円)

で
も
、
三
回
通
し(

一
千
二
百
円)

で
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
尚
、
お
席
は
自
由
席(
五

十
席)

で
満
席
に
な
り
次
第
〆
切
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

※
時
間
が
い
つ
も
と
は
違
い
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

詳
細
は
米
朝
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
 

米
朝
事
務
所 

℡
〇
六−

六
三
六
五−

八
二
八
一 

 

神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

←←  

 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
応 

 

編
著 

綱
敷
天
神
社 

禰ね

宜ぎ

（
神
主
） 
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北
図
書
館 

 

℡
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六
ー
六
三
七
五
ー
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四
一
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